
1 はじめに 

災害発生時における人的被害の想定や, 感染症の流
行を再現する社会シミュレーションなど, 研究対象と
する社会現象によっては, モデルを構築する際に人々
の日常の生活行動を表現する必要がある. 実際の環境
や人口を対象とした社会シミュレーションモデルなど
において, 汎用的に利用できるミクロな個人の通勤・
通学などの行動を推定したデータを構築することで, 

現実社会の人々が日常の行動を行う中で発生する社会
現象モデルの構築が容易になると考えられる. 本研究
では, 生活行動を推定したデータ整備の第一段階とし
て, 平日における就業者の通勤行動に焦点を当て, 常
住地と従業地を結ぶ動的なデータの構築を目指す. 

生活時間に関連する研究として, 市川ら1) は, NHK

放送文化研究所が実施しているデータブック国民生活
調査 2) を用いて, 職種や年齢などの属性を加味した
標準生活行動モデルの構築手法を提案している. また
移動に着目した研究として, 木全ら 3) は, 防災計画で
の活用を想定し, 国勢調査や社会生活基本調査などの
全国的に整備された統計資料を用いて就業者の行動モ
デルを構築している. また, ケーススタディとして京
阪神大都市圏を対象に人口分布の時刻変動を推定し, 

潜在的な帰宅困難者の発生状況について考察している.  

2 属性の割当て手法 

本研究では, 木全らの手法を参考に, 合成人口デー
タに対し従業地と職業に関する属性の付加を行う. 合
成人口データとは, Harada 4) らが作成した, 公開され
ている統計データと同様の統計的特徴をもつように合
成された模擬個票である. これは国勢調査に基づいて
作成された居住地ベースのデータであり, 常住地（市
区町村, 町丁目, 位置情報）や年齢, 性別, 就業先の産
業分類などの属性をもつように合成された. 本研究で
は, 大阪府高槻市における330,437人の合成人口データ
のうち, 就業者150,529人を対象に, e-Stat 5) で公開され
ている統計表を活用し, 合成人口データに従業地（市
区町村, 小地域）と職業分類（12区分）の属性を割当て, 

具体的な通勤経路の推定や, 生活時間に関する属性の
付加に活用できるようなデータの構築を試みる. 今回
追加する属性と割当てに使用する統計表の出典を

Table 1 に示す. 

2.1 従業地（市区町村）の割当て 

従業地（市区町村）の割当てには, 県庁所在市, 又は
人口 20 万以上の市区を対象に公開されている, 平成
27年国勢調査の従業地・通学地による人口・就業状態
等集計, 「常住地による従業市区町村，産業（大分類）
別 15歳以上就業者数」を用いる. この表より得られる
大阪府高槻市に常住する 15 歳以上就業者の, 産業分
類, 従業地（市区町村）ごとの分布に従って, 合成人口
データに従業地（市区町村）の割当てを行う（Fig. 1参
照）. 

2.2 従業地（小地域）の割当て 

2.1で割当てた従業地（市区町村）に対し, 更に詳細
な小地域への割当てを行う. 小地域の割当てには, 全
国すべての事業所・企業を対象とした統計調査である
経済センサス-基礎調査を活用する. ここでは, 平成 26

年経済センサス-基礎調査の町丁, 大字別集計, 「経営 

 

Table 1: 追加する属性と使用データ 

追加する属性 割当てに用いる統計表の出典 

従業地（市区町村） 平成 27年国勢調査 

従業地（小地域） 平成 26年経済センサス-基礎調査 

従業地（小地域  

図形中心座標） 
平成 26年経済センサス-基礎調査 

職業分類 平成 27年国勢調査 

 

 
Fig. 1: 従業地（市区町村）の割当て 
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Fig. 3: 職業分類の割当て 

 

組織（２区分）, 産業（中分類）・従業者規模（６区分）
別全事業所数及び男女別従業者数－市区町村, 町丁・
大字」から, 全市区町村の小地域別, 産業（大分類）別
従業者数表を作成し, これを利用して確率的に小地域
を選択する（Fig.2 参照）. 具体的には, 従業地（市区
町村）が𝑤, 産業分類が𝑑であるとき, 従業地（小地域）
が𝑐𝑘である確率密度関数𝑓𝑤,𝑑(𝑐𝑘)は, 以下の式のよう
に計算される.  

𝑓𝑤,𝑑(𝑐𝑘) =  
𝑛(𝑤, 𝑑, 𝑐𝑘)

∑ 𝑛(𝑤, 𝑑 , 𝑐𝑘)
𝑁𝑤
𝑘=1

  (𝑘 = 1, … , 𝑁𝑤) 

 

ただし𝑛(𝑤, 𝑑, 𝑐𝑘)は市区町村𝑤 , 小地域𝑐𝑘に従業して
いる産業分類𝑑の従業者数, 𝑁𝑤は市区町村𝑤内の小地
域の数である. この𝑓𝑤,𝑑(𝑐𝑘)を用いて, 合成人口データ
において, 従業地（市区町村）が𝑤, 産業分類が𝑑であ
るときに, 𝑤における小地域の割当てを行う. また, 

割当てられた小地域内における従業地の場所として, 

経済センサス-基礎調査における境界データ（世界測地
系緯度経度）に含まれる, 小地域の図形中心座標を割
当てる. なお, 国勢調査及び合成人口データの産業分
類には, 「T 分類不能の産業」の項目があるが, 経済セ
ンサスにおける産業分類には存在しない. よって, 合
成人口データにおいて, 「T 分類不能の産業」の就業
者 10,266人を, 男女別, 産業分類別の割合に基づいて, 

他の産業分類へ振り分けた上で, 従業地（市区町村）及
び従業地（小地域）の割当てを実施している.  

本手法により, 従業地（小地域）まで割当て可能であ
った人数は, 今回対象とした就業者 150,529 人のうち
約 98.6%に当たる 148,458人であった. 残り 2,071人の
内訳は, 従業地（市区町村）が「従業市区町村 不詳・
外国」である者が 1,048人, 「従業地 不詳」である者
が 1,008人, また, 割当てた従業地（市区町村）におい
て, 該当する産業分類の従業者が経済センサス上には
存在しなかったため, 小地域が割当てられなかった者

が 15人いた. これは, 国勢調査と経済センサスの調査
対象や調査時期が異なるため, 経済センサスにおいて, 

該当する産業分類の事業所・企業が必ずしも存在して
いるとは限らないことに起因する.  

2.3 職業分類の割当て 

出宅時刻や帰宅時刻, 睡眠時間などの具体的な行動
時刻の分布は, 生活時間の配分や余暇時間の活動など
についての標本調査である社会生活基本調査より得ら
れる. これらは主に職業分類と性別の属性の組み合わ
せで集計されたものが公開されており, これを利用す
るには合成人口データに職業分類を割当てる必要があ
る. そこで, 全市区町村を対象に公開されている, 平
成 27年国勢調査の就業状態等基本集計, 「産業（大分
類）, 職業（大分類）, 男女別 15歳以上就業者数（総
数及び雇用者）」を用いて, 大阪府高槻市に常住する
15歳以上就業者の産業分類, 性別ごとの職業分類の分
布に従って, 職業分類の割当てを行う（Fig.3 参照）. 

3 課題 

今回, 従業地（市区町村）の割当てに用いた統計表は, 

常住地, 産業分類, 従業地（市区町村）, 職業分類の割
当てに用いた統計表は, 常住地, 性別, 産業分類, 職業
分類の属性の組み合わせで集計・公開されている. こ
の 2つの統計表を個別に用いて割当てを行っているた
め, 職業分類を割当てる際に, 全ての従業地（市区町村）
に対して同じ職業分布を使用していることになり, 従
業地（市区町村）ごとの職業分類の統計的特徴を考慮
できていない. また, 従業地（小地域）の割当てにおい
て, 従業地（市区町村）内の各小地域の産業分類別の従
業者数しか考慮できていないため, 従業者の常住地に
よる偏りがあったとしても反映されていない. さらに, 

本手法の他の市区への適用に際して, 人口 20 万未満
の市町村における従業地（市区町村）の割当て手法の
検討も今後の課題である. 
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